
はじめに弁解しておくと、僕は、エバンゲリオンは人並みには好きだが、「考察」とかがで

きるほど知見はない。例えば、人類補完計画とは何かを尋ねられても、うまく答えられない

くらい。それゆえ、ここでこれから書くことは、謎を解き明かすのではなく、映画そのもの

に接した僕の「感想」である。 

 

調べると、前作『Q』を観たのは、今から約 8年前である。『序』『破』で完全に心を奪われ

た僕は、最大限の期待を抱いて Qに臨んだが、後味の悪い結果となった。あれから約 8年、

僕の感想は「破で終わりにしていればよかったのに」で変わらなかった。この思いを同じよ

うに抱く人は、けっこういるんじゃないだろうかと思う。そして、今作（以下『:||』と書

く。僕は「くりかえし」と読んでいる）に対しては、Qの時以上の期待、というよりも、あ

る種の決意を抱いて映画館に訪れたのではないだろうか。 

主文から申し上げると、『:||』は、この期待・決意を十分満足させるものであったと思う。

以下、なぜそう思うのかを柱建てしながら述べる。 

 

■8年 

冷静に考えると、『Q』のクライマックス「次回予告」から、延期を繰り返されながら 8 年

待たされたことは、かなり大変だったと言える。しかもこの間、『風立ちぬ』や『シン・ゴ

ジラ』など、エバンゲリオンじゃないことにも携わっており、ますます「破で終わっとけば

よかったのに」が強まった。 

しかし、本当に『:||』の仕上がりの良さのおかげに尽きるんだけど、8 年待っていてよか

ったと思っている。長時間待つためには、信じる気持ちも不可欠である。エバンゲリオンを

信じ抜いたからこそ獲得できた映画の喜びである。ここには、僕とエバンゲリオン、あえて

言えば、社会とエバンゲリオンとの間に生まれた双方向的な信頼関係の結果である。 

これらのことから、結果論ではあるけれど、8年という時間は、『:||』の上映時間と言える。

もはや、人生の一部である。 

 

■眺める 

そうはいっても、なんとなくストーリーの大枠は分かった気がするなあくらいで、細かい因

果関係や専門用語はほとんど理解していない。『Q』を理解していないのも原因だろうけど、

たぶん何度観ても分からないものは分からない。ナントカインパクトとか、ゴルゴダナンチ

ャラとか、重要な核心部分がそもそも謎。こうした謎を解き明かしたいという思いは無いわ

けではないが、僕は比較的、エバンゲリオンの謎要素を謎のままモヤモヤ引き摺るほうが好

きなので、このさい追いかけない。現代は、プロのエバンゲリオン研究者たちが、自身のユ

ーテューブチャンネルで丁寧に解説しているけど、「へえ～」程度にしか僕は思わない。 

例えると、満天の星空を見上げて感動している人に、相対性理論の難解な微分方程式や、天

文学の礎を築いた偉人の歴史を語っても、「へえ～」としか思わないのと同じような。いや、



それはそれで意義深いことなのだろうけども。 

ただ眺めているだけでよい。僕にとってエバンゲリオンはそういう存在である。『:||』もま

た、ひたすら眺めることが、僕にとって最もよい鑑賞方法であった。 

 

■サービス業 

少し前の記事で、森達也の著書の中で、彼と庵野秀明との対談を紹介した。それ以外にも、

庵野秀明は、意識的に「我々はサービス業でもある」と述べている。次回予告の最後セリフ

はミサトの「さあて次回も、サービスサービス！」である。サービスという視点で『:||』

を振り返ると、沢山頷けることがある。 

まず挙げられるのは、綾波レイである。特に前半、第３村での生活で、人間らしさをラーニ

ングしていく綾波の成長は、まさにエバンゲリオンを信じ抜いた我々へのサービスである。

あまりにも逞しく、美しく、いとおしい。他にも沢山あるんだろうに、なぜあの服を着させ

るんだあの婆ちゃんたち！これぞサービスそのものだ。この流れは、映画的には死亡フラグ

そのものである。なんで綾波があのタイミングでああいう最期を迎えるのか、その構造はよ

く理解できないけど、それもまたサービス。 

また、これも以前の記事で宣言したことだが、僕は『:||』には、『世界の中心でアイを叫ん

だけもの』のような展開を待ち望んでいた。パイプ椅子から立ち上がり、「僕は、僕でいい

んだ！」を獲得して祝福を受ける碇シンジの光景を。あいにく、これがそのまま描かれるこ

とはなかったけれど、違う人物ではあったが、踏襲されていると思われるシーンがあったの

でもうこれだけで最高である。 

さらには、これまでのエバンゲリオンで描かれてきた重要な場所を、今敏監督『千年女優』

のクライマックスのように、走馬灯の如く総復習してくれたのもたまらなくうれしい。「マ

イナス宇宙」だとか「量子力学ナントカ瞬間移動」などという、よくわからない理屈でこの

辻褄を正当化していて、これが本当にエバっぽくて、ストライクど真ん中。同時に、いよい

よフィナーレを迎えるエバンゲリオンの、カーテンコール（演劇で、終演後に役者が舞台に

戻ってきてお辞儀するやつ）でもある。マイナス宇宙がなんなのかよく分からないけど、よ

うするに、サービス業としての仕事であって、それ以上でもそれ以下でもないと思う。 

 

■アスカについて 

綾波は、もともとああいう子だから、少し笑うだけでも我々は無限の喜びを得られる。しか

し、アスカは、もともとああいう子だし、映画的には悲惨な経緯を迎えざるを得ないのだろ

う。『:||』では、特にアスカの宿命についての裏付けが、例の指人形との対話等、時間をか

けて説明される。他方で、今回のアスカはやけにエロい。なんか着ろと言いたくなる。全部

ひっくるめて、彼女の魅力そのものであるけども。 

ただし、僕の覚えている限りでは、アスカは、ある言葉を誰からもかけられてこなかった気

がする。それは、彼女がずーっと求めていたのに、ついに誰からも受け取れなかった一言で



ある。映画を観る我々も、もしかしたら面と向かって伝えてこなかったことだろう。 

その一言を、『:||』では、シンジが、アスカに伝えたのだ。すなわち、「好きだ」と。この

ことは、我々が万感の思いをシンジに託し、最後の最後にちゃんと彼女に伝えることができ

たということである。映画とは、双方向のコミュニケーションなのである。我々の思いはア

スカに届いたと確信している。この 1点に限って言っても、『:||』はエバンゲリオンにとっ

てかけがえのないフィナーレである。 

 

■ゲンドウについて 

映画の山場にフォーカスを当てられる人物は、シンジの父、ゲンドウである。『Q』では確

か、ゲンドウ率いるネルフが悪の組織扱いで、彼らの野望を食い止めるのがミサト率いるビ

レ、という構図だった。『:||』でもこの関係が継続されていた。にもかかわらず、まるで「エ

バンゲリオンは私の物語だ」と言わんばかりにゲンドウが語りだす。 

ここが、本作で唯一、僕が声を出して笑ってしまったシーンである。若きゲンドウの饒舌な

独り言は、どうしても庵野総監督自身の述懐にしか聞こえなかったからだ。作者の内面的本

音をモロに表現してしまっている映画を「ヘタレ映画」と呼ぶということを、後輩のトキさ

んから教わったことがある。結局本作は、偉大なる庵野監督のヘタレだと思うと、笑ってし

まった。 

なんちゃらインパクトの真の目的も、監督のヘタレなのかもしれない。どんな思いがあるの

だろう。このへんの議論は、プロの考察に任せる。 

 

■シンジと落としどころ 

庵野のヘタレを言わされることとなったゲンドウだったが、では、シンジはどうだったのだ

ろうか。実はこのへんが難しい。『破』における「綾波を返せ！」のような、シンジの明確

な意思表示が、『:||』にはなかなか見られない。前半のシンジはことさら酷くて目を当てら

れない。（その割には、気持ちの切り替えがうますぎるぞ。）ただし、そんなシンジの内面も、

風呂上がりのアスカが丁寧に代弁してくれるので助かる。 

本作の結末（というよりも「エバンゲリオンの落としどころ」といったほうがしっくりくる）

は、おそらくシンジが導いたと思うんだけれど、どのようにしたかはちょっとよく覚えてい

ないし、わかりずらかった。なんで槍で刺しやすいように一列に並んでたんだろう。ユイの

落としどころも、奇麗すぎて負担感がなく物足りない。 

それでも、エバンゲリオンの経緯を振り返れば、この落としどころは最適解である。あのラ

ストシーンにエバンゲリオンをソフトランディングさせられたことは、奇跡といってもよ

い。だから、シンジはよくガンバッタ。 

あのラストシーンは、高畑勲『平成狸合戦ぽんぽこ』のラストシーンにも呼応する。すなわ

ち、シンジもマリも、アスカもレイもカヲルも、僕たちと同じ世界に紛れているのだ。 

 



■できれば 

例のマイナス宇宙云々の、彼と彼とのラストバトルのシークエンス。サービス業としてのエ

バンゲリオンがバナナのたたき売りが如く大盤振る舞いするあの流れ。確かに泣けるんだ

けど、彼と彼がストⅡの「ラウンドワン、ファイ！」のときのような立ち位置で向き合うの

が惜しい。できれば、観客の視線の方向にあわせた運動、つまり、観客から見てスクリーン

の手前から、向こう側への動線で、奥へ奥へと連れてってほしかった。おそらく、彼を追い

かけるという構成にすれば成り立つ。 

エバンゲリオンならではのよさは、巨大ロボと巨大使徒が、街や野山を破壊しながら、ボッ

コンボッコンに殴り合ったり、半狂乱でカッターナイフみたいな武器を振り回したり、戦い

をおえてズシン、ズシン、と歩くシルエットの光景の疲労感等だと思っている。それに併せ

て畳みかける、ネルフ本部で指揮する大人たちの、軍隊的な命令や状況報告の緊張感もよい。

しかし、本作は、後半ほぼ無重力空間やマイナス宇宙空間なので、上記の様なアクションが

少なかった。大人たちもすでに満身創痍で、「撃鉄起こせ！」とかの余裕なし。できれば、

往年のエバンゲリオンならではのアクションを観たかった（なら『序』『破』観ればよい）。 

 

■そして映画が終わる 

宇多田ヒカルの歌声が聞こえてくると、我々はついに、その時を迎える覚悟をする。もうこ

れだけで泣けてくるはずなのだが、やけに心は穏やかだった。2時間半の肉体的な疲労もな

くはないが、「よくやった」「おみごと」「ありがとう」「さようなら」そんな優しい気持ちで

胸がいっぱいだった。ディズニーランドから舞浜駅まで歩く帰り道のような感じ。 

“総監督 庵野秀明”の文字がスクリーンの中央に留まり、それがゆっくりと暗闇に溶けて

いくとき、映画館の空気全体が、「・・・からのー、次回予告、来るか！？来るかな！？来

ないかな！？来ないよな、だってこれで終わりだもんな、でも・・・！」と手を握り締めて

期待していたのを僕はひしひしと感じた。もちろんプロのサービス業だから、我々がこうな

るのくらい分かっているはず。その期待に、最後まで応えてくれた終劇であった。どのよう

に応えたかは、書きたいけど書かないでおく。実際、僕が一番ジーンときたのは、映画館内

が明るくなる、まさにその直前の数秒間だった。 

大学生の頃、TSUTAYAでバイトしていた。いろいろあって悩んだり凹んだりして、一時期

超病んでいた。そんなとき、バイト割引で、新世紀エヴァンゲリオンをレンタルして観始め

た。当時はまだ VHS だった。『世界の中心でアイを叫んだけもの』は、巻き戻して何度も

観た。『旧劇場版』で知ったかぶりしてる自分が嫌いになった。時が過ぎ、『序』を池袋で観

たのは、ほんとに何の気なしだった。ところが、ラミエルのあの振る舞いと、「笑えばいい

と思うよ」に涙が止まらなかった。『破』は映画館で 2回観た。2回とも、映画が終わった

時、拍手喝采が起きた。僕が映画館で拍手を聴いたのは、『破』と『キルビル vol.１』だけ

だ。「綾波を、返せ！」からの「行きなさいシンジ君！」からの次回予告まで泣きっぱなし。

映画そのものの面白さに加え、病みきっていた大学生の頃の僕との折り合いなど、僕にとっ



て大きな経験となった。待望の『Q』で首をかしげて 8 年、待ちに待った『:||』は、たん

なるヘタレ映画だった。 

映画が終わって、映画館が明るくなるまでの、あの数秒間こそが、僕とエバンゲリオンとの

20 年間を肯定的に価値づける、極めて重要な時間となった。背中をポンと押され、「さあ、

行ってきなさい！」と励まされた。映画的にたとえると、『ニューシネマパラダイス』にお

いて、アルフレードが、上京するトトに対し「二度と故郷には帰ってくるな」と告げたよう

な。『おおかみこどもの雨と雪』において、我が子の遠吠えが山奥から聞こえた気がしたと

きに微笑んだ母のような。『トイストーリー３』のラスト「あばよ、相棒」のような。 

筋の通った落としどころを構築し、連作映画としての破綻を回避しつつ、エバンゲリオンに

支えられ、励まされてきた、僕たちのようなチルドレンが、自分の力で、エバンゲリオンと

決着をつけられるように設えられた建付けには、プロの仕事に対する畏怖の念を覚えた。 

 

■まとめ 

満足した。 

 


